
  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

    

                  

                              

                            

       

 

  

   

   

   

   

   

            

                            

   

   

                

 ニメやVRを通じ、
  用途 

 メ  が明確 

         
 認知度向上 

貢献

Ⅰ.  ボッ  用途

Ⅱ.  ボッ  印象

 ボッ  用途    
想像がしやす   
  数が増加

こ 結果は、 ニメ視聴 
VR体験を通じ  ボッ 
 新し 用途     
理解度が上がったこ を
示し お 、実験 前提を

証明し  る。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                  

           

         

   

  やす 

   

       

 っ  る メ  か 
操作 難し や      
  懸念が生じた 能 

離れた場所 動 こ   
  か 懸念が

上昇し し った 能 

検定を行ったが、これ  結果 統計 有  は必ずし  かった。
今後よ 詳細 調査を行 こ  明 か した 点  る。

Ⅲ.懸念 程度

  懸念 要素 下が  かった理由 考察
①コ   ツ自体  容が懸念を払拭 き  /強める要素が った
 コ   ツを通じ 、   る懸念を生んだ 能 が る。
②用途を知ったか   っ 、懸念が下がる け は  

 懸念 根本原因が理解度  る    け は  ため、
 理解度 向上は利用者 懸念 払拭を促すこ  は繋が   

印象 関する質問  する返  
分布よ 、体験 体を通し 

 ボッ            が
増加したこ が かった

第一印象か VR体験  を通し 印象が良  った背景
→
・     ボッ  観察 時点 は用途が想像し   、
 現実  用 れ  る メ  が き  かった
   ため、 ボッ   関心が薄かった
・コ   ツを通じ 興味を高め れた

Wilcoxon 符号付順位検定か 、 ボッ  観察時点 
 印象が「4.       」だった場  はVR体験 
効果が  、「3.          」だった場  は
 ニメ 効果が った
→第一印象    度 よ 効果  コ   ツは異 る

研究 限界

各コ   ツ 影響を検討するため 、特 第一印象 
      「4.       」 返 した  
「3.          」 返 した  れぞれ 
   Wilcoxon 符号付順位検定を行った

 た体験をするこ  印象が下がる  少数見受け れたこ か 、すべ  体験を
網羅 せれば体験者 受容度が上がる け は     こ   か 、体験者 

理解度  じ 異 る    チ方法を ぶ必要が る 推測 れる。

Wilcoxon 
符号付順位検定
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